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本部長候補の育成と登用

職務についての適切な指標が乏しい中、

PXTは客観的な判断材料になりました

導入背景

市場のニーズを捉えた商品開発とそれを支える堅実な経営基盤によって、事業を推進する同社における課

題は今後の各本部のトップを担う人材をいかに見極めて育成していくのか、という点にありました。本部長の

後継者計画の立案には、自社基準を設けてはいるものの、運用に課題を有していました。特に、各本部長

ごとの職務に対する適性については、客観指標がないままの登用となっていました。

ソリューション

効果

◎外部モデルを軸に経営トップによるインタビューの実施による妥当性向上

◎制度の高い本部長モデルを設計し、登用時の判断材料に活用

◎コーチング用レポートの活用による育成効果の向上

今後の本部長像を示すパフォーマンスモデル設計に着手。設計手法としては、外部モデルとエグゼクティブイ

ンタビューを選択した。エグゼクティブインタビューとは、同社の経営トップに対して、その職務に期待する要素

をヒヤリングし、PXT指標に紐付けていくモデル設計アプローチを指します。このプロセスにより、外部モデルを

軸にしながら、同ポジションにおけるトップの期待を盛り込むことができ、納得度と精度の高いモデルを構築す

ることに成功。その後、PXTより出力されるコーチング用のレポートを活用したエグゼクティブコーチングを候補

者に対して実施、育成効果を高めた。

PXTは後継者計画に関する候補者の見極めと
コーチングの領域に関する両面を支えてくれた
本部長に登用するときは、複数の要件などから総合的に判断していますが、職務への適性につい

ては、客観的な指標がありませんでした。そこで、より客観的に評価する判断材料が必要であると

考え、PXTを活用することにしました。現在は、本部長モデルのほか、研究開発、営業、生産など

について、各職務にマッチするようにPXTのパフォーマンスモデルをカスタマイズして使っています

User’s Voice
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